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○
ま
た
、
定
頼
の
中
納
言
に
、

　
　
　
　
　
大
江
山
い
く
の
の
み
ち
の
遠
け
れ
ば
ま
だ
ふ
み
も
見
ず
天
の
橋
立

　
　
　
と
よ
み
か
け
た
り
け
る
な
ど
も
、
を
り
に
つ
け
て
は
、
い
と
め
で
た
か

　
　
　
り
け
る
と
こ
そ
お
し
は
か
ら
る
れ
。
（
拙
著
『
校
註
無
名
草
子
』
八
二
頁
）

　
「
十
一
の
中
納
言
」
は
、
す
で
に
記
し
た
と
お
り
、
正
し
く
は
「
定
頼
の
権

中
納
言
」
の
意
で
、
小
式
部
内
侍
と
深
い
交
渉
を
持
っ
た
が
、
小
式
部
内
侍
が

垂
葉
に
詠
み
か
け
た
と
い
う
「
大
江
山
」
の
歌
は
、
前
述
の
ご
と
く
、
吉
田
氏

（
前
掲
著
書
）
に
よ
れ
ぽ
、
ほ
と
ん
ど
真
作
と
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、
伝
承
に
よ

っ
て
後
世
に
伝
え
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
歌
を
取
り
上
げ
た
り
、

引
歌
と
し
て
い
る
作
品
は
き
わ
め
て
多
く
、
吉
田
氏
の
前
掲
著
書
に
は
（
百
人
一

首
の
注
釈
関
係
書
は
省
略
す
る
）
、
「
百
人
秀
歌
」
（
二
六
頁
。
「
『
小
倉
百
人
一
首
』
の

前
身
」
〔
七
一
七
頁
〕
）
、
「
西
遊
行
嚢
抄
」
（
＝
一
〇
頁
）
、
「
閑
田
干
筆
」
（
一
八
八
頁
）
、

「
和
歌
故
事
記
（
和
歌
の
言
葉
井
故
事
）
」
〈
静
嘉
堂
文
庫
本
〉
（
一
九
〇
頁
）
、
「
平
家

物
語
盛
衰
記
」
「
は
に
ふ
の
物
語
」
「
謡
曲
大
江
山
」
「
謡
曲
九
裏
戸
」
「
龍
神
浦

島
（
番
外
謡
曲
）
」
「
謡
曲
倭
国
」
「
謡
曲
天
橋
立
」
「
幽
霊
酒
呑
童
子
（
番
外
謡
曲
）
」

「
ゑ
び
や
節
く
ど
き
（
踊
音
頭
集
）
」
「
夜
音
（
音
頭
集
）
」
「
松
風
村
雨
束
帯
鑑
　
第

二
」
「
賀
古
教
信
七
墓
廻
　
第
一
」
「
南
総
里
見
八
犬
伝
」
「
二
野
二
見
真
砂
」
「
箏

唄
鐘
か
岬
」
「
う
た
た
ね
の
記
」
（
以
上
、
五
〇
五
一
五
〇
七
頁
）
、
「
十
本
扇
」
（
五

二
八
頁
）
、
「
梁
塵
秘
抄
」
、
「
長
門
本
平
家
物
語
」
（
以
上
、
五
五
二
頁
）
、
「
本
朝
美

人
鑑
」
（
五
五
五
頁
）
、
「
和
歌
威
徳
物
語
」
（
五
五
八
頁
）
の
ほ
か
、
金
葉
集
か
ら

こ
の
歌
が
引
か
れ
た
末
に
、
「
徒
頼
髄
脳
・
袋
草
紙
上
・
無
名
草
子
・
十
訓
抄
・

古
今
著
聞
集
・
い
つ
み
し
き
ふ
の
物
か
た
り
・
小
式
部
〈
藤
井
本
〉
・
別
本
小
式

部
・
書
写
詣
（
謡
曲
）
・
夜
の
鶴
・
丁
々
集
・
乗
詰
謂
・
絵
本
鶯
宿
梅
・
本
朝
列

女
工
．
丹
後
名
所
案
内
．
丹
後
風
土
記
．
大
日
本
史
列
女
伝
．
前
賢
故
実
．
列
　
5
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

女
言
行
録
・
本
朝
古
今
閨
媛
略
伝
・
四
天
王
剃
盗
月
録
」
の
作
品
名
が
列
挙
さ
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れ
て
い
る

上
に
は
、

（
九
七
六
頁
）
。
金
葉
集
二
度
本
（
新
編
国
歌
大
観
本
）
巻
第
九
　
雑
部

　
　
　
　
　
　
和
泉
式
部
保
昌
に
ぐ
し
て
丹
後
に
は
べ
り
け
る
こ
ろ
、
み
や

　
　
　
　
　
　
こ
に
歌
合
侍
り
け
る
に
、
小
式
部
内
侍
う
た
よ
み
に
と
ら
れ

　
　
　
　
　
　
て
侍
り
け
る
を
定
事
穿
つ
ぼ
ね
の
か
た
に
ま
う
で
き
て
、
歌

　
　
　
　
　
　
は
い
か
が
せ
さ
せ
給
ふ
、
丹
後
へ
人
は
つ
か
は
し
て
け
ん
や
、

　
　
　
　
　
　
つ
か
ひ
ま
う
で
こ
ず
や
、
い
か
に
心
も
と
な
く
お
ぼ
す
ら
ん

　
　
　
　
　
　
な
ど
、
た
は
ぶ
れ
て
た
ち
け
る
を
ひ
き
と
ど
め
て
よ
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
式
部
内
侍

　
　
悪
旭
　
お
ほ
え
や
ま
い
く
の
の
み
ち
の
と
ぼ
け
れ
ば
ふ
み
も
ま
だ
み
ず
あ

　
　
　
　
　
ま
の
は
し
だ
て

と
あ
り
、
三
奏
本
（
新
編
国
歌
大
観
本
）
に
も
、
ほ
と
ん
ど
同
様
の
詞
書
で
こ
の

歌
を
載
せ
て
い
る
が
、
第
四
句
は
、
い
ず
れ
も
無
名
草
子
の
場
合
と
異
な
っ
て
、

「
ふ
み
も
ま
だ
み
ず
」
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
山
岸
徳
平
氏
編
『
八

代
集
全
冊
』
第
二
巻
所
収
、
北
村
季
吟
の
『
八
代
集
抄
』
下
巻
で
は
、
詞
書
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
イ

大
差
が
な
く
、
第
四
句
は
「
ま
だ
ふ
み
も
見
ず
」
と
あ
り
（
国
歌
大
観
本
も
詞
書
・

歌
と
も
に
こ
れ
と
ほ
と
ん
ど
異
同
が
な
い
。
）
、
二
度
本
も
「
ま
だ
ふ
み
も
見
ず
」
と

あ
る
が
、
三
奏
本
で
は
「
ふ
み
も
ま
だ
み
ず
」
と
な
っ
て
い
る
。

　
次
に
、
「
大
江
山
」
の
歌
意
に
つ
い
て
記
そ
う
。
ま
ず
、
「
大
江
山
」
は
、
一

　
　
　
　
　
　
か
　
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
　
さ
　
　
　
か
　
や

つ
は
、
京
都
府
加
佐
郡
大
江
町
と
京
都
府
与
謝
郡
加
悦
町
と
の
境
（
丹
後
国
と
丹

波
国
と
の
境
）
に
あ
り
、
標
高
八
三
二
・
五
メ
ー
ト
ル
で
一
名
「
千
丈
ヶ
嶽
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
お
え
く
つ
か
け
　
　
　
　
　
　
　
　
し
の

も
い
う
。
一
方
、
京
都
市
西
京
区
大
枝
沓
掛
町
と
亀
岡
市
篠
町
王
子
と
の
間
（
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
お
　
え

一
国
と
丹
波
国
と
の
間
）
を
い
う
老
ノ
坂
に
も
四
七
〇
メ
ー
ト
ル
の
大
枝
山
が
あ

り
、
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
　
2
6
』
の
『
京
都
府
　
下
巻
』
の
「
地
誌
編
　
西

京
区
」
に
「
お
お
え
く
つ
か
け
ち
ょ
う
　
大
枝
沓
掛
町
」
の
項
が
あ
っ
て
、
小

式
部
内
侍
の
「
大
江
山
」
の
歌
に
い
う
「
大
江
山
」
は
、
「
当
町
の
北
付
近
と
も

い
わ
れ
る
。
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
『
日
本
歴
史
地
名
大
系
　
2
6
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
さ
ぐ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
お
え
や
ま

の
『
京
都
府
の
地
名
』
に
は
、
「
加
佐
郡
」
の
中
に
「
大
江
山
」
の
項
が
あ
っ
て

詳
し
く
解
説
さ
れ
、

　
　
　
な
お
大
江
山
は
、
古
く
は
「
万
葉
集
」
巻
一
二
に

　
　
　
　
た
に
は
　
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
づ
ら

　
　
　
　
丹
波
道
の
大
江
の
山
の
さ
ね
葛
絶
え
む
の
心
我
が
思
は
な
く
に

　
　
と
詠
ま
れ
る
。
し
か
し
「
丹
波
道
」
は
丹
波
の
国
に
行
く
道
と
い
う
意
味

　
　
な
の
で
、
こ
の
「
大
江
の
山
」
は
山
城
か
ら
丹
波
に
至
る
峠
、
老
ノ
面
す

　
　
な
わ
ち
大
枝
山
を
さ
す
と
す
る
説
が
有
力
で
あ
る
。

と
説
き
、
さ
ら
に
、
小
式
部
内
侍
の
「
大
江
山
」
の
歌
そ
の
他
を
引
い
て
、

　
　
　
こ
れ
ら
の
大
江
山
が
千
丈
ヶ
嶽
か
大
枝
山
か
必
ず
し
も
明
確
で
な
い

　
　
　
　
い
く
　
の

　
　
が
、
生
野
（
現
福
知
山
市
）
と
詠
み
合
わ
せ
て
い
る
も
の
は
千
丈
ヶ
嶽
で
あ

　
　
ろ
う
。

と
記
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
今
日
行
わ
れ
て
い
る
歴
史
地
名
の
専
門
書
に
お

い
て
さ
え
も
、
小
式
部
内
侍
の
「
大
江
山
」
の
歌
の
「
大
江
山
」
の
位
置
が
明

確
に
認
識
さ
れ
て
い
な
い
実
状
で
あ
る
。
ま
た
、
金
葉
集
の
唯
一
の
精
緻
な
注

釈
書
で
あ
る
正
宗
敦
夫
氏
著
『
金
葉
和
歌
集
講
義
』
に
も
、

　
　
○
大
江
山
、
幾
野
、
何
れ
も
丹
後
の
名
所
で
あ
る
。
囮
（
鈴
木
注
、
『
八
代
集

　
　
抄
』
の
意
。
）
に
「
師
説
大
江
山
は
丹
波
路
の
入
口
也
。
鳥
羽
の
上
に
見
ゆ

3491
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鈴木弘道
　
　
る
也
。
（
中
略
）
幾
野
は
丹
波
の
嗣
子
。
し
と
云
へ
り
。
大
江
山
は
丹
波
口
の

　
　
大
江
山
で
、
今
の
老
坂
と
云
ふ
処
で
あ
る
と
云
ふ
。
い
く
野
は
い
つ
く
か
。

　
　
何
分
た
だ
名
所
を
大
よ
そ
に
よ
め
る
な
り
。
大
江
山
を
越
え
て
幾
野
を
過

　
　
ぎ
て
行
く
と
云
ふ
を
、
幾
野
と
云
ふ
名
に
い
く
を
も
た
せ
た
の
で
あ
る
。

　
　
（
七
七
九
頁
）

と
簡
単
に
割
り
切
っ
て
記
さ
れ
、
百
人
一
首
の
古
注
・
新
注
な
ど
も
明
解
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
さ
ご

た
も
の
が
少
な
い
。
ま
た
、
「
い
く
の
」
の
地
名
に
つ
い
て
も
、
兵
庫
県
朝
来
郡

生
野
（
銀
山
）
（
但
馬
国
）
と
考
え
る
も
の
が
な
い
で
は
な
い
が
、
前
掲
『
角
川
日

本
地
名
大
辞
典
　
2
6
』
の
『
京
都
府
　
上
巻
』
に
「
い
く
の
　
生
野
〈
福
知
山

市
＞
」
、
『
京
都
府
　
下
巻
』
の
「
地
誌
編
　
福
知
山
市
」
に
「
生
野
の
道
」
「
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
く

く
の
　
生
野
」
、
『
日
本
歴
史
地
名
大
系
　
2
6
』
の
『
京
都
府
の
地
名
』
の
「
福

ち
や
ま
し
　
　
　
　

い
く
の
む
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
く
の

知
山
市
」
に
、
「
生
野
村
㊧
福
知
山
市
字
生
野
」
「
生
野
」
、
の
項
が
あ
っ
て
、
い

ず
れ
も
小
式
部
内
侍
の
「
大
江
山
」
の
歌
と
関
係
の
あ
る
こ
と
に
触
れ
て
い
る
。

右
の
歴
史
地
名
の
専
門
書
は
、
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
　
2
6
』
が
昭
和
五
十
七

年
七
月
八
日
に
、
『
日
本
歴
史
地
名
大
系
　
2
6
』
が
昭
和
五
十
六
年
三
月
十
三
日

に
、
そ
れ
ぞ
れ
刊
行
さ
れ
た
書
で
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
二
十
数
年
以
前
に
馬

淵
一
夫
氏
が
「
大
江
山
と
生
野
」
（
『
解
釈
』
昭
和
三
一
年
九
月
号
）
を
発
表
さ
れ
て

い
て
、
雑
誌
の
性
質
上
、
長
論
文
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
き
わ
め
て
緻
密
な
論

考
で
あ
り
、
そ
の
結
論
と
さ
れ
る
、
大
江
町
・
加
悦
町
の
境
に
あ
る
「
大
江
山
」

説
、
福
知
山
市
内
（
丹
波
国
）
「
生
野
」
説
は
す
で
に
動
か
す
べ
か
ら
ざ
る
卓
説

と
し
て
、
高
く
評
価
さ
れ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
殊
に
、
論
文
末
尾

に
付
さ
れ
た
地
図
は
重
宝
で
、
説
得
力
に
富
む
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
よ

う
な
確
た
る
説
が
そ
の
後
、
学
者
間
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
い
の
は

ま
こ
と
に
惜
し
む
べ
き
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
馬
淵
氏
も
付
言
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
同
様
の
説
が
、
簡
単
な
が
ら
、
す
で
に
近
世
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
た

こ
と
も
、
参
考
ま
で
に
掲
げ
て
お
こ
う
。
一
つ
は
、
伴
蕎
膜
の
『
閑
田
耕
筆
』

（『

坙
{
随
筆
大
成
』
第
一
期
巻
九
所
収
本
。
馬
淵
氏
の
論
文
に
「
閑
田
随
筆
」
と
あ

る
の
は
誤
り
で
あ
る
。
）
「
巻
画
一
　
天
地
部
」
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ダ
キ
ハ
ラ

　
　
大
江
山
二
所
あ
り
。
山
城
、
丹
波
の
界
樫
原
の
西
に
、
俗
老
の
坂
と
称
ふ

　
　
る
も
の
、
大
江
山
の
坂
を
誤
る
な
り
。
和
名
抄
乙
訓
郡
大
江
と
あ
り
。
（
中

　
　
略
）
又
丹
波
、
丹
後
の
界
な
る
も
の
は
、
（
中
略
）
今
千
丈
ヵ
嶽
と
い
ふ
。

　
　
「
大
江
山
い
く
の
x
道
の
遠
け
れ
ば
と
、
小
式
部
内
侍
の
よ
み
し
は
、
其

　
　
母
和
泉
式
部
、
保
昌
朝
臣
に
た
ぐ
ひ
て
、
丹
後
に
有
し
ほ
ど
な
れ
ぽ
、
そ

　
　
な
た
な
る
こ
と
知
べ
し
。
（
五
一
七
頁
）

と
あ
り
、
ま
た
、
他
の
一
つ
は
、
山
岡
川
明
の
『
類
聚
名
物
考
』
（
馬
淵
氏
の
論

文
に
「
類
聚
名
義
考
」
と
あ
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。
）
第
二
冊
　
地
理
部
の
「
巻
五
十

六
　
地
理
部
第
三
　
里
」
に
、

　
　
生
野
里
　
い
く
の
の
さ
と
　
丹
波
天
田
郡
●
生
野
に
列
し
（
中
略
）
小
式
部
か

　
　
歌
に
大
江
山
い
く
野
の
道
の
遠
け
れ
ば
と
い
へ
る
も
此
所
な
り
（
下
略
）

　
　
（
一
二
頁
）

と
あ
る
。
な
お
、
「
大
江
山
い
く
の
の
み
ち
」
は
、
た
と
え
ば
、
契
沖
の
『
百
人

一
首
託
物
抄
』
（
『
契
沖
全
集
』
第
九
巻
所
収
）
に
、

　
　
寄
の
心
は
、
都
よ
り
丹
後
国
へ
下
る
に
ば
、
丹
波
路
を
経
る
な
り
。
丹
波

　
　
の
国
に
大
江
山
あ
り
。
幾
野
あ
り
。
大
江
と
い
へ
は
大
き
な
る
山
と
聞
え
、

1
3
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い
く
野
と
い
へ
は
い
く
ば
く
遠
き
野
と
L
聞
ゆ
る
な
り
。
（
七
二
八
・
七
二
九

　
　
頁
）

と
記
さ
れ
、
尾
崎
雅
嘉
の
『
百
人
一
首
一
夕
話
』
（
岩
波
文
庫
本
）
上
の
巻
の
五
「
小

式
部
内
侍
」
に
も
、

　
　
こ
の
歌
の
心
は
母
の
往
き
て
居
ら
る
＆
丹
後
国
へ
下
る
に
は
、
丹
波
路
の

　
　
大
江
山
・
幾
野
な
ど
と
い
ふ
所
あ
り
て
、
そ
の
名
さ
へ
大
き
な
る
山
幾
ば

　
　
く
と
も
知
れ
ぬ
野
と
い
ふ
や
う
な
る
所
に
て
、
　
　
（
三
八
四
頁
）

と
あ
る
か
ら
、
「
大
江
山
」
の
「
大
」
に
は
、
「
大
き
く
高
い
」
の
意
も
含
ま
れ
、

ま
た
、
「
生
野
」
の
「
生
」
に
「
行
く
」
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
「
幾
多
の
」

の
意
を
も
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
全
体
の
意
は
、
大
き

く
高
い
大
江
山
に
行
く
べ
き
広
野
続
き
の
生
野
の
道
、
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。　

「
ま
だ
ふ
み
も
見
ず
天
の
橋
立
」
は
、
ま
だ
母
の
和
泉
式
部
か
ら
の
手
紙
も

見
て
い
な
い
し
、
天
の
橋
立
を
踏
み
通
り
も
し
て
い
な
い
、
の
意
で
、
「
ふ
み
」

　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
み

は
、
手
紙
の
意
の
「
文
」
と
「
天
の
橋
立
」
の
「
橋
」
の
縁
語
で
あ
る
「
踏
み
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
　
じ
り

と
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
。
「
天
の
橋
立
」
は
、
京
都
府
宮
津
市
（
丹
後
国
）
江
尻

　
　
　
　
　
　
も
ん
じ
ゅ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
　
し

か
ら
南
対
岸
の
文
珠
ま
で
細
長
く
突
き
出
た
砂
嗜
で
、
長
さ
は
三
キ
ロ
メ
ー
ト

　
　
　
　
　
ぼ
つ
し
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
や
じ
ま

ル
余
あ
り
、
松
島
（
現
宮
城
県
宮
城
郡
松
島
町
）
・
宮
島
（
現
広
島
県
佐
伯
郡
宮
島
町
）

と
と
も
に
日
本
三
景
と
な
っ
て
い
る
名
勝
で
、
古
来
、
歌
枕
と
し
て
も
名
高
い
。

「
天
の
橋
立
」
の
起
源
は
、
風
土
記
（
日
本
古
典
文
学
大
系
本
）
の
「
逸
文
　
丹

後
国
」
に
見
え
る
次
の
「
寄
宿
立
」
の
文
章
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
た
に
は
の
み
ち
の
し
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
よ
　
さ
　
　
こ
ほ
り
こ
ほ
り
の
み
や
け
　
う
し
と
ら
　
　
す
み

　
　
丹
　
後
の
国
の
風
土
記
に
曰
は
く
、
与
謝
の
郡
。
郡
家
の
東
北
の
隅
の

　
　
か
た
　
　
は
や
し
　
　
さ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
き

　
　
方
に
速
石
の
里
あ
り
。
此
の
里
の
海
に
長
く
大
き
な
る
前
あ
り
。
長
さ
は
｝

　
　
　
　
　
　
つ
ゑ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ゑ
よ
り
し
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ゑ
よ
り
か
み
　
　
　
つ
ム
よ
り

　
　
千
二
百
升
九
丈
、
広
さ
は
或
る
所
は
九
丈
以
下
、
或
る
所
は
十
二
以
上
、
升
丈
以

　
　
し
も
　
　
さ
さ
　
あ
ま
　
は
し
だ
て
　
　
　
　

し
り
　
く
し
　
は
ま
　
　
　
　

し
か
い

　
　
下
な
り
。
先
を
天
の
椅
立
と
名
づ
け
、
後
を
久
志
の
浜
と
名
づ
く
。
然
云
ふ

　
　
　
　
く
に
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
ざ
　
な
ぎ
の
み
こ
と
　
あ
め
　
　
か
よ
　
　

い

　
　
は
、
国
生
み
ま
し
し
大
神
、
伊
射
奈
藝
命
、
天
に
通
ひ
行
で
ま
さ
む
と
し

　
　
　
　
は
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
れ
　
　
あ
ま
　
　
は
し
だ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
　
ね

　
　
て
、
椅
を
作
り
立
て
た
ま
ひ
き
。
故
、
天
の
椅
立
と
云
ひ
き
。
神
の
御
寝

　
　
　
　
あ
ひ
だ
　
　
た
ふ
　
　
ふ
　
　
　
　
　
　
す
な
は
　
　
く
　
し
　
ぴ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
や
し

　
　
ま
せ
る
間
に
零
れ
伏
し
き
。
傍
ち
久
志
備
ま
す
こ
と
を
佐
み
た
ま
ひ
き
。

　
　
か
れ
　
く
し
び
　
は
ま
　
い
　
　
　
こ
　
な
か
つ
よ
　
く
し
　

い
　
　
　
こ
れ
　
ひ
む
が
し

　
　
故
、
久
志
備
の
浜
と
云
ひ
き
。
此
を
中
間
に
久
志
と
云
へ
り
。
此
よ
り
東

　
　
　
　
　
よ
　
さ
　
　
う
み
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
そ
　
　
う
み
　
　
い
　
　
　
　
こ
　
　
ふ
た
お
も
て

　
　
の
海
を
与
謝
の
海
と
云
ひ
、
西
の
海
を
阿
蘇
の
海
と
云
ふ
。
是
の
二
面
の

　
　
　
　
く
さ
ぐ
さ
　
う
を
か
ひ
ど
も
す
　
　
　
　
　
　
た
だ
　
　
う
む
ざ
　
　
す
く
な

　
　
海
に
、
雑
の
魚
貝
等
住
め
り
。
但
、
蛤
は
乏
少
し
。
　
　
（
四
七
〇
頁
）

　
さ
て
、
一
応
、
金
葉
集
の
詞
書
を
も
検
討
し
て
お
き
た
い
。

　
保
昌
は
、
尊
卑
分
脈
に
よ
る
と
、
藤
原
致
忠
の
息
子
で
、
母
は
元
明
親
王
女
。

そ
の
右
注
に
「
昇
殿
　
肥
前
守
正
四
下
　
大
和
守
丹
後
守
　
摂
津
守
右
馬
頭

寄
人
　
勇
士
武
略
之
長
」
、
左
注
に
「
母
元
明
親
王
女
　
長
元
九
ー
ー
卒
批
＋
　
名

人
也
」
と
あ
り
、
こ
の
没
年
の
年
齢
か
ら
逆
算
す
る
と
、
天
徳
二
年
（
九
五
八
）

の
出
生
と
な
る
。
な
お
、
没
年
月
は
、
「
勅
撰
作
者
部
類
」
（
山
岸
徳
平
氏
編
『
八

代
集
全
註
』
第
三
巻
所
収
）
に
「
長
元
九
年
九
月
卒
」
（
「
〇
三
六
）
と
あ
る
。
保

昌
の
歌
は
後
拾
遺
集
に
一
首
入
集
さ
れ
て
い
る
が
、
歌
人
で
あ
る
半
面
、
尊
卑

分
脈
の
注
記
の
と
お
り
武
名
の
高
い
人
で
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
は
、
今
昔
物
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
じ
は
ら
の
や
す
ま
さ
の
あ
そ
む
ぬ
す
び
と
の
は
か
ま

集
（
日
本
古
典
文
学
全
集
本
）
巻
第
二
十
五
「
藤
原
保
昌
朝
臣
値
盗
人
袴

だ
れ
に
あ
ふ
こ
と
だ
い
し
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
か
ま
だ
れ

垂
語
第
七
」
（
宇
治
拾
遺
物
語
巻
第
二
「
十
　
耳
垂
保
昌
に
あ
ふ
事
」
に
も
同
じ

内
容
の
話
が
見
え
る
。
）
や
十
重
抄
（
石
橋
面
罵
氏
著
『
十
訓
抄
詳
解
』
）
第
三
「
不
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
も
が
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
ひ
ら

黒
土
二
人
倫
一
事
」
一
一
に
「
此
の
窯
は
、
頼
信
・
保
昌
・
維
衡
・
致
頼
と
て
、

34714



鈴木弘道
　
　
す
ぐ

世
に
勝
れ
た
る
四
人
の
武
士
な
り
。
」
（
一
四
七
頁
）
と
見
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
も

首
肯
し
得
る
の
で
あ
る
。
保
昌
の
官
歴
に
つ
い
て
は
、
上
村
悦
子
氏
の
「
和
泉

式
部
考
」
（
『
王
朝
女
流
作
家
の
研
究
』
所
収
）
の
中
に
言
及
さ
れ
、
末
尾
に
は
「
藤

原
保
昌
官
歴
一
覧
」
が
付
載
さ
れ
て
い
る
（
九
九
頁
）
の
で
、
便
宜
上
そ
の
主
要

な
も
の
を
抄
出
し
、
西
暦
年
号
や
保
昌
の
年
齢
を
補
う
と
、
寛
弘
二
年
（
一
〇
〇

五
、
四
＋
八
歳
）
八
月
十
三
日
、
肥
後
守
（
御
堂
関
白
記
）
、
寛
弘
八
年
（
一
〇
一

↓
、
五
十
四
歳
）
八
月
十
一
日
、
従
四
位
下
（
小
右
記
二
）
、
長
和
二
年
（
↓
○
↓

三
、
五
十
六
歳
）
四
月
十
五
日
、
左
馬
権
頭
（
御
堂
関
白
記
）
、
同
十
六
日
、
兼
大

和
瀬
（
本
朝
世
紀
）
、
治
安
三
年
（
↓
〇
二
一
二
、
六
十
六
歳
）
正
月
廿
三
日
、
丹
後

守
（
東
山
御
文
庫
小
右
記
）
（
大
日
本
史
）
、
万
寿
二
年
（
一
〇
二
五
、
六
十
八
歳
）
九

月
十
三
日
、
大
和
守
（
小
右
記
七
大
日
本
史
）
、
長
元
七
年
（
↓
〇
三
四
、
七
＋
七
歳
）
十
一
月
、

摂
津
守
（
大
日
本
史
）
、
と
な
る
。
そ
し
て
上
村
氏
は
、
和
泉
式
部
と
保
昌
と
の

結
婚
時
に
関
す
る
従
来
の
説
を
再
検
討
さ
れ
、
二
人
の
結
婚
は
寛
弘
八
年
（
↓
〇

三
）
か
長
和
元
年
（
一
〇
↓
二
）
ご
ろ
で
、
和
泉
式
部
の
三
十
四
歳
か
ら
三
十

五
・
六
歳
の
こ
ろ
と
推
定
さ
れ
る
と
と
も
に
、
保
昌
の
丹
後
守
と
な
っ
て
い
た

期
間
は
治
安
三
年
半
一
〇
二
三
）
を
含
め
た
前
後
四
年
、
和
泉
式
部
の
丹
後
国
下

向
は
寛
仁
四
年
（
一
〇
二
〇
）
秋
か
治
安
元
年
（
一
〇
二
一
）
秋
と
さ
れ
た
。
こ

れ
ら
の
説
に
従
う
な
ら
ば
、
寛
弘
八
年
（
一
〇
＝
）
か
長
和
元
年
（
一
〇
一
二
）
、

保
昌
が
五
十
四
・
五
歳
の
時
に
約
二
十
歳
年
少
の
和
泉
式
部
と
結
婚
し
た
こ
と

に
な
り
、
金
葉
集
の
詞
書
に
あ
る
「
和
泉
式
部
保
昌
に
ぐ
し
て
丹
後
に
は
べ
り

け
る
こ
ろ
」
と
は
、
寛
仁
四
年
（
一
〇
二
〇
）
か
治
安
元
年
（
一
〇
二
一
）
か
の

年
（
和
泉
式
部
四
＋
五
歳
く
ら
い
か
。
）
以
降
、
万
寿
二
年
間
↓
〇
二
五
）
ご
ろ
（
和

泉
式
部
五
十
歳
く
ら
い
か
。
）
ま
で
の
間
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ

で
、
万
寿
二
年
（
一
〇
二
五
）
と
い
え
ぽ
、
冒
頭
に
述
べ
た
ご
と
く
、
そ
の
十
一

月
に
小
式
部
内
侍
が
二
十
六
・
七
・
八
歳
ぐ
ら
い
で
病
没
し
て
い
る
。
ま
た
、

定
頼
の
年
齢
に
つ
い
て
は
、
上
村
氏
は
そ
の
出
生
年
を
「
長
徳
元
年
又
は
長
徳

二
年
」
と
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
、
小
式
部
内
侍
に
戯
れ
た
時
を
「
二
十
五

歳
乃
至
二
十
六
歳
」
と
計
算
さ
れ
て
い
る
（
八
九
頁
）
が
、
前
述
の
よ
う
に
確
か

な
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
万
寿
二
年
（
一
〇
二
五
）
に
は
三
十
歳
前
後

で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
し
た
が
っ
て
、
小
式
部
内
侍
の
「
大
江
山
」
の
歌
は
、
少

な
く
と
も
彼
女
の
病
没
し
た
万
寿
二
年
（
一
〇
二
五
）
十
一
月
よ
り
数
年
前
ま
で

の
間
に
詠
ま
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
森
本
元
子
氏
（
「
小
式
部

内
侍
」
〔
『
国
文
学
解
釈
と
教
材
の
研
究
』
昭
和
三
四
年
三
月
〕
は
、
小
式
部
内
侍
の
こ
の

歌
を
詠
ん
だ
時
を
「
か
り
に
長
和
四
、
五
年
と
す
れ
ぽ
、
小
式
部
は
十
五
、
六

歳
だ
っ
た
は
ず
」
と
い
わ
れ
た
が
、
少
し
年
代
が
早
す
ぎ
る
よ
う
で
あ
る
。
「
み

や
こ
に
歌
合
侍
り
け
る
に
、
」
に
つ
い
て
は
、
ど
の
歌
合
を
さ
す
か
は
っ
き
り
し

な
い
が
、
萩
谷
粛
白
編
著
『
平
安
朝
歌
合
大
成
』
第
三
巻
所
収
」
一
八
　
［
寛

仁
末
治
安
頃
］
或
所
歌
合
し
に
詳
細
な
「
考
証
」
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
、
ま
ず
、

金
葉
集
の
右
の
詞
書
の
「
歌
合
」
の
成
立
下
限
を
小
式
部
内
侍
の
病
没
し
た
万

寿
二
年
（
一
〇
二
五
）
以
前
と
さ
れ
、
次
に
、
小
右
記
万
寿
二
年
（
一
〇
二
五
）

二
月
↓
日
動
お
よ
び
御
堂
関
白
記
長
和
二
年
（
一
〇
＝
二
）
四
月
十
五
日
条
の
記

録
に
よ
っ
て
、
「
万
寿
二
年
正
月
以
前
長
和
二
年
四
月
十
五
日
以
後
の
或
時
期

に
、
保
昌
が
左
馬
頭
に
し
て
丹
後
守
を
兼
ね
た
も
の
で
あ
」
（
七
四
九
頁
）
り
、

さ
ら
に
、
「
保
昌
の
丹
後
赴
任
、
従
っ
て
、
こ
の
歌
合
の
成
立
は
、
寛
仁
三
・
四

1
5
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年
治
安
一
・
二
・
三
年
の
間
に
限
定
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
L
（
七

四
九
頁
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
、
保
昌
の
丹
後
守
と
な
っ
て
い
た
期
間
は
、

先
の
上
村
氏
説
に
よ
っ
て
、
萩
谷
氏
の
い
わ
れ
る
「
長
和
二
年
四
月
十
五
日
以

後
」
を
「
治
安
三
年
（
一
〇
二
三
）
を
含
め
た
前
後
四
年
」
と
訂
正
す
る
方
が
適

当
と
思
わ
れ
る
が
、
「
和
泉
式
部
保
昌
に
ぐ
し
て
丹
後
に
は
べ
り
け
る
こ
ろ
」
す

な
わ
ち
「
寛
仁
四
年
（
一
〇
二
〇
）
か
治
安
元
年
（
一
〇
二
一
）
か
の
年
以
降
、

万
寿
二
年
（
一
〇
二
五
）
ご
ろ
ま
で
の
間
」
を
考
慮
す
る
と
、
萩
谷
同
説
の
、
こ

の
「
歌
合
」
の
成
立
期
で
あ
る
「
寛
仁
三
・
四
年
治
安
一
・
二
・
三
年
の
間
」

は
、
大
体
、
穏
当
な
説
と
見
な
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
萩
谷
氏
は
、
こ

の
「
歌
合
」
は
「
或
は
伊
勢
大
輔
集
に
い
う
歌
合
（
一
一
九
）
〈
鈴
木
注
、
「
n
治
安

万
寿
頃
］
町
所
歌
合
」
V
が
こ
れ
と
同
一
の
史
実
を
指
す
も
の
で
あ
る
か
も
知
れ
な

い
が
、
全
く
立
証
の
術
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
L
（
七
四
九
頁
）
と
も
い
わ
れ
、
ま

た
、
袋
草
紙
（
後
述
す
る
。
）
に
「
長
元
欺
」
と
あ
る
こ
と
に
つ
き
、
「
或
は
長
元

八
年
の
賀
陽
院
水
閣
歌
合
を
念
頭
に
お
い
て
の
発
言
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い

が
、
そ
れ
は
既
に
小
式
部
内
侍
の
卒
去
年
時
よ
り
も
下
っ
た
こ
と
で
、
史
実
を

誤
っ
た
も
の
と
い
わ
ね
ぽ
な
ら
な
い
。
」
（
七
四
九
頁
）
と
付
言
さ
れ
て
い
る
の
は

全
く
同
感
で
、
上
村
氏
（
前
掲
著
書
）
も
こ
れ
に
触
れ
、
「
之
は
小
式
部
の
没
年

後
と
な
り
問
題
と
な
ら
な
い
。
」
（
八
九
頁
）
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

　
こ
こ
に
お
い
て
、
小
式
部
内
侍
の
「
大
江
山
」
の
歌
は
、
あ
な
た
（
定
頼
を
さ

す
。
）
は
、
「
丹
後
の
国
に
い
る
あ
な
た
の
母
上
の
も
と
へ
お
使
い
を
遣
わ
し
て
、

あ
な
た
の
参
加
す
る
予
定
の
歌
合
ぜ
の
た
め
に
、
そ
の
母
上
に
代
作
し
て
も
ら

っ
た
歌
を
、
お
使
い
の
人
に
届
け
て
も
ら
っ
た
か
。
」
な
ど
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す

が
、
母
の
い
る
丹
後
の
国
へ
行
く
の
に
は
、
都
か
ら
大
き
く
高
い
大
江
山
を
越

え
て
行
く
べ
き
広
野
続
き
の
生
野
の
道
を
通
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
道

が
遠
い
の
で
、
私
は
ま
だ
母
か
ら
の
手
紙
も
見
て
い
ま
せ
ん
し
、
丹
後
の
国
に

あ
る
天
の
橋
立
を
踏
ん
で
み
た
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
母
に
歌
の
代

作
を
し
て
も
ら
う
な
ど
と
疑
わ
な
い
で
下
さ
い
。
の
意
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
歌
は
、
古
来
、
当
意
即
妙
の
歌
と
し
て
有
名
で
あ
り
、
ま
た
、
一
首
の

中
に
「
大
江
山
」
「
生
野
」
「
天
の
橋
立
」
と
、
丹
後
国
の
名
所
が
三
箇
所
も
詠

み
こ
ま
れ
、
縁
語
・
掛
詞
を
用
い
た
技
巧
的
・
知
的
な
歌
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、

「
天
の
橋
立
」
と
い
う
体
言
止
で
余
韻
・
余
情
を
残
し
、
し
か
も
、
そ
れ
は
、

初
句
の
「
大
江
山
」
と
い
う
「
山
」
に
対
照
す
る
「
海
」
に
関
す
る
言
葉
と
し

て
、
第
五
句
に
据
え
て
い
る
点
、
ま
こ
と
に
周
到
な
詠
み
方
で
あ
る
。
定
頼
が

小
式
部
内
侍
に
詠
み
か
け
ら
れ
た
時
の
状
況
も
、
前
掲
の
多
く
の
作
品
に
記
さ

れ
て
説
話
化
し
て
い
る
が
、
と
り
あ
え
ず
俊
頼
髄
脳
（
『
日
本
歌
学
大
系
』
第
一
巻

所
収
本
）
と
袋
草
紙
（
『
日
本
歌
学
大
系
』
第
二
巻
所
収
本
）
に
見
え
る
記
事
を
掲

げ
て
お
く
。
俊
頼
髄
脳
に
は
、

　
　
　
　
大
江
山
生
野
の
さ
と
の
遠
け
れ
ば
ふ
み
も
ま
だ
み
ず
天
の
橋
立

　
　
是
は
小
式
部
の
内
侍
と
云
へ
る
人
の
歌
な
り
。
こ
と
の
お
こ
り
は
小
式
部

　
　
の
内
侍
は
和
泉
式
部
が
む
す
め
な
り
。
親
の
式
部
が
、
保
昌
が
め
に
て
丹

　
　
後
に
く
だ
り
た
り
け
る
程
に
、
都
に
歌
合
の
有
り
げ
る
に
小
式
部
の
内
侍

　
　
歌
よ
み
に
と
ら
れ
て
よ
み
け
る
程
に
、
四
条
中
納
言
定
頼
と
い
へ
る
は
、

　
　
四
条
大
納
言
公
任
の
子
な
り
。
其
人
の
た
は
ぶ
れ
て
、
小
式
部
の
内
侍
の

　
　
有
り
げ
る
に
、
丹
後
へ
つ
か
は
し
け
む
人
は
帰
り
ま
う
で
き
に
け
む
や
、
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い
か
に
心
も
と
な
く
お
ぼ
す
ら
む
と
ね
た
が
ら
せ
む
と
申
し
か
け
て
立
ち

　
　
け
れ
ぽ
、
内
侍
御
簾
よ
り
な
か
ら
出
で
x
わ
っ
か
に
直
衣
の
袖
を
ひ
か
へ

　
　
て
、
こ
の
歌
を
よ
み
か
け
x
れ
ぽ
、
い
か
に
か
か
る
や
う
は
あ
る
と
て
、

　
　
つ
い
み
て
滑
歌
の
か
へ
し
せ
む
と
て
暫
し
は
思
ひ
け
れ
ど
、
え
思
ひ
え
ざ

　
　
り
け
れ
ば
、
ひ
き
は
り
に
げ
に
け
り
。
是
を
思
へ
ぽ
、
心
と
く
よ
め
る
も

　
　
め
で
た
し
。
（
二
一
六
頁
）

と
あ
り
、
袋
草
紙
上
巻
』
、
置
旧
白
紙
一
作
法
し
に
は
、

　
　
有
二
歌
合
一
之
此
、
長
元
欺
、
小
式
部
内
侍
入
二
歌
人
一
之
時
、
母
和
泉
式
部

　
　
為
二
保
昌
妻
一
思
二
日
後
国
一
。
定
頼
卿
小
式
部
内
侍
が
局
前
田
立
寄
テ
戯
テ

　
　
云
、
い
か
に
丹
後
へ
人
は
遣
手
や
、
未
二
帰
参
歎
ト
云
て
起
時
、
小
式
部

　
　
取
二
直
衣
袖
一
云
、

　
　
　
　
大
江
山
生
野
の
道
の
遠
け
れ
ば
ま
だ
ふ
み
も
見
ず
天
の
橋
立

　
　
定
量
卿
引
や
り
逃
と
云
々
。
（
八
頁
）

と
見
え
る
。

　
「
を
り
に
つ
け
て
は
、
」
は
、
そ
の
時
に
応
じ
て
の
機
智
に
富
ん
だ
す
ぼ
や
い

返
歌
と
し
て
は
、
の
意
。
「
い
と
め
で
た
か
り
け
る
と
こ
そ
」
は
、
ま
こ
と
に
結

構
で
あ
っ
た
こ
と
だ
と
、
の
意
で
、
俊
頼
髄
脳
に
記
す
「
心
と
く
よ
め
る
も
め

で
た
し
。
」
の
批
評
と
同
一
で
あ
る
。
過
去
の
助
動
詞
「
け
り
」
の
連
体
形
n
け

る
し
の
下
に
名
詞
「
こ
と
」
を
補
っ
て
解
釈
す
れ
ぽ
わ
か
り
や
す
い
。
「
お
し
は

か
ら
る
れ
。
」
は
、
自
然
と
推
察
せ
ら
れ
る
、
の
意
。
「
る
れ
」
は
、
自
発
の
助

動
詞
「
る
」
の
已
然
形
で
、
上
の
係
助
詞
「
こ
そ
」
の
結
び
と
な
っ
て
い
る
。

　
［
通
釈
］

　
ま
た
、
定
頼
の
中
納
言
に
、
［
小
式
部
内
侍
ガ
］

　
　
大
江
山
い
く
の
の
み
ち
の
遠
け
れ
ば
ま
だ
ふ
み
も
見
ず
天
の
橋
立
（
［
ア
ナ

　
　
タ
ハ
「
丹
後
ノ
国
ニ
イ
ル
ア
ナ
タ
ノ
母
上
〈
和
泉
式
部
〉
ノ
モ
ト
ヘ
オ
使
イ

　
　
ヲ
遣
ワ
シ
テ
、
ア
ナ
タ
ノ
参
加
ス
ル
予
定
ノ
歌
合
セ
ノ
青
田
ニ
、
ソ
ノ
母

　
　
上
二
代
作
シ
テ
モ
ラ
ッ
タ
歌
ヲ
、
オ
使
イ
ノ
人
二
三
ケ
テ
モ
ラ
ッ
タ
カ
。
」

　
　
ナ
ド
ト
オ
ッ
シ
ャ
イ
マ
ス
ガ
、
母
ノ
イ
ル
丹
後
ノ
国
へ
行
ク
ノ
ニ
ハ
、
都

　
　
カ
ラ
］
大
き
く
高
い
大
江
山
を
越
え
て
行
く
べ
き
広
野
続
き
の
生
野
の
道

　
　
［
ヲ
通
う
ネ
パ
ナ
リ
マ
セ
ン
ガ
、
ソ
ノ
道
］
が
遠
い
の
で
、
［
私
ハ
］
ま
だ

　
　
［
三
雲
ラ
ノ
］
手
紙
も
見
て
い
ま
せ
ん
し
、
［
丹
後
ノ
国
ニ
ア
ル
］
天
の
橋

　
　
立
を
踏
ん
で
見
た
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
［
ダ
カ
ラ
、
母
二
歌
ノ
代
作
ヲ
シ

　
　
テ
モ
ラ
ウ
ナ
ド
ト
疑
ワ
ナ
イ
デ
ク
ダ
サ
イ
。
］
）

と
詠
み
か
け
て
い
た
こ
と
な
ど
も
、
［
ソ
ノ
］
時
に
応
じ
て
の
［
機
智
二
富
ン
ダ

ス
バ
ヤ
イ
］
返
歌
と
し
て
は
、
ま
こ
と
に
結
構
で
あ
っ
た
こ
と
だ
と
自
然
と
推

察
せ
ら
れ
る
。
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